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には、開発資金をいかに継続的に投入できるかが重要である。石油収入を背景に潤沢な政府予算を持つアブダビ（歳入：一一七八億ドル、 二〇一四年）とドバイ（歳入：一六一億ドル、同 は、自国の財政で開発計画をファイナンスすることが可能であるが（表１ 、その他の首長国 は からの資本移転によるサポートが必要である。　
ただし財政基盤が相対的に盤石







































































































































（出所） Labor Force Survey 2009 より筆者作成。
図 1　自国民生活の首長国間比較（2009 年）
表 1　連邦政府、アブダビ政府、ドバイ政府の財政構造（2015 年、単位：10億 AED）
連邦全体 連邦政府 アブダビ政府 ドバイ政府
総歳入 550.4 61.8 432.8 59.1
　税収 279.9 5.3 256.7 16.6
　グラント 0 17.2 0 0
　その他収入（石油収入の移転含む） 265.3 34.0 176.0 42.5
総歳出 477.3 63.1 365.9 51.5
純財政収支 ( 総歳入－総歳出 ) 73.1 -1.3 66.9 7.6
　石油収入 363.4 na 357.9 na
　国営石油会社から SWF への利益移転 91.8 na 91.8 na
　非石油収入（SWF からの投資収入含む） 187.1 na 77.5 na
　アブダビの資本移転 62.7 na 62.7 na
（注）na は欠損値を表す。
（出所）参考文献②、Article Ⅳ Consultation より筆者作成。
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